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第 2 四半期連結業績予想と実績値との差異、通期連結業績予想の修正 

並びに期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 
平成24年3月15日に公表した平成25年1月期第2四半期連結累計期間の業績予想と本日公表の実績値との差

異並びに通期連結業績予想の修正につき、下記のとおりお知らせいたします。また、配当予想の修正につき

ましても、併せてお知らせいたします。 

 

記 

1. 第2四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異並びに通期連結業績予想の修正について  

（1）．平成25年1月期第2四半期連結累計期間の業績予想数値と実績値との差異 

（平成24年2月1日～平成24年7月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益

 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 

百万円

27,000

百万円

300

百万円

300

百万円 

150 

円 銭

3.53

今 回 実 績  (Ｂ) 28,207 1,099 1,335 806 19.01

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,207 799 1,035 656 15.48

増  減  率（％） 4.5 266.3 345.0 437.3 －

（ご参考）前期実績 

（平成24年1月期第2四半期） 
25,357 98 68 △246 △5.80

 

（2）．平成25年1月期通期連結業績予想の修正 

（平成24年2月1日～平成25年1月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 

百万円

56,000

百万円

700

百万円

700

百万円 

400 

円 銭

9.42

今 回 発 表 予 想 （Ｂ） 57,000 1,600 1,800 1,800 42.39

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,000 900 1,100 1,400 32.97

増  減  率（％） 1.8 128.6 157.1 350.0 －

（ご参考）前期実績 

（平成24年1月期） 
50,817 44 85 △1,573 △37.05



 

（3）．差異及び業績予想修正の理由 

①第2四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異 

当社グル－プの主たる供給先である半導体、家電及び自動車関連業界は、昨年の東日本大震災とタイ洪水の

影響から持ち直しの状況が続き、また自動車関連のエコカ－補助金の効果もあり、需要は予想を上回る状況で

推移しました。当社グル－プは、省資源・省エネルギ－に貢献する製品の需要拡大及び自動車関連市場の増産

要求に対応した結果、売上高、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに前回予想を上回る実績となりました。 

 

②平成25年1月期通期連結業績予想修正 

第2四半期連結累計期間の実績値が、前回発表予想を上回ったことにより通期の連結業績予想を修正いたしま

す。加えて、当期純利益については、昨年のタイ国洪水被害に関連した保険金収入などを特別利益として約７

億円を見込み計上しております。今後の事業環境については、自動車関連のエコカ－補助金終了による需要の

減少、欧州の財政危機や新興国経済の減速懸念など、先行不透明な状況が続くと予想しております。 

 

2．期末配当予想の修正について 

（1）期末配当予想修正の内容 

 1株当たり配当金 

 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間 

 

前 回 予 想 

（平成24年3月15日発表） 

円 銭

― 

円 銭

   0.00

円 銭

― 

円 銭 

   3.00 

円 銭

   3.00

今 回 修 正 予 想 ― ― ― 10.00 10.00

当 期 実 績 ― 0.00 ―   

（ご参考）前期実績 

（平成24年1月期） 
― 0.00 ― 0.00 0.00

 

（2）修正の理由 

当社は株主還元を経営の重点課題と認識しており、利益配分については連結配当性向30％を目処に、業

績を勘案した配当を行うことを基本方針としております。 

平成25年1月期通期業績において、前回予想を上回る当期純利益が見込まれることから、期末配当予想

の修正をいたします。 

 

 

（注）本資料に記載されている業績予想数値等に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で 

あると判断する一定の前提に基づいているものであり、実際の業績等は様々な要因により大きく異 

なる可能性があります。 

以 上 


